
久保小学校 第５・６学年 算数科学習指導案
期 日 平成２７年１１月１９日（木）

場 所 ５年教室

児童数 第５学年 男子２名 女子１名 計３名

第６学年 男子１名 女子１名 計２名

授業者 尾 形 啓 介

第５学年 第６学年

１ 単元名 「単位量あたりの大きさ」 １ 単元名 「比例と反比例」

教材名 「比べ方を考えよう（１）」 教材名 「比例をくわしく調べよう」

（東京書籍５年 下） （東京書籍６年）

２ 単元について ２ 単元について

（１）児童について （１）児童について

児童は，算数の問題を解くことが好きで 児童は，算数に対して苦手意識を持って

ある。課題に対して解決しようと一生懸命 おり，自分から問題を解いたり新しい方法

に取り組む姿が見られる。文章問題を解く を考えたりすることに対して自信を持って

ときは，図や数直線を活用して数量関係を 取り組むことが少なかった。しかし，これ

表して解くこともできる。また，自分の考 までの「自分の考えを持つ」や「学び合い」

えをノートにまとめて友達に説明したり， 「学習の振り返り」の手立てにより，徐々

自信を持って発表したりすることもよくで に自信を持って取り組んだり自分の考えを

きる。 発表したりすることへの抵抗が改善されて

レディネステストの結果を見ると，等分 きている。

除や包含除の適用場面において正しく立式 レディネステストの結果を見ると，等し

し，問題の解決について問う問題は，全員 い比のつくり方や比の性質，比例の関係に

が理解できていた。平均を問う問題は未習 ついて問う問題は，概ね理解できていた。

内容であるが，１名は立式はできなかった 児童は，比例をある程度感覚的にとらえて

ものの，数値を「ならし」ながら答えるこ いるが，意味や定義の理解については十分

とはできていた。２名は，まだ平均の考え ではないことが分かった。また，反比例の

方が身に付いていないことが分かった。単 関係を問う問題は未習内容であるが，無答

元の導入で学習する「ならすこと」のとら であった。

えをしっかりと行う必要がある。

（２）教材について （２）教材について

本単元で扱う単位量あたりの大きさは， 本単元で扱う比例と反比例は，学習指導

学習指導要領の第５学年の内容「Ｂ量と測 要領の第６学年の内容「Ｄ数量関係」「（２）

定」「（３）量の大きさの測定値について理 伴って変わる二つの数量の関係を考察する

解できるようにする。ア測定値の平均につ ことができるようにする。ア比例の関係に

いて知ること。」及び「（４）異種の二つの ついて理解すること。また，式，表，グラ

量の割合としてとらえられる数量について フを用いてその特徴を調べること。」「イ比

その比べ方や表し方を理解できるようにす 例の関係を用いて，問題を解決すること。」

る。ア単位量あたりの大きさについて知る 「ウ反比例の関係について知ること。」に

こと。」に位置付けられている。 位置付けられている。

児童は，これまでいろいろな量（長さ・ 児童は，これまで乗法九九の性質，２つ

かさ・重さ・時間・面積・角の大きさ・体 の変化する数量の対応する値を表やグラフ

積）について，はかる目的に応じて計器や に表すこと，○や□を使って関係を式に表

単位を選ぶこと，計器のめもりの読み方， すことなどを学習してきた。また，直方体

測定値の表し方などを学習してきた。また， や立方体の体積では，直方体の底面積を変



棒グラフ，折れ線グラフ，二次元表など， えないで，高さを変えたときの高さと体積

いろいろな表やグラフの分類整理について の関係で簡単な場合の比例についても学習

も学習してきた。これまでの経験を生かし してきた。本単元では比例の関係を式に表

ながら学習を進め，本単元では平均の意味 したり，性質やグラフの特徴を理解したう

や計算の仕方を学び，学んだことを生かし えで比例を日常生活の場面での問題解決に

て問題を解決する力を培っていく。さらに， 利用し，その有用性を味わわせることをね

平均を用いることの有用性，必要性につい らいとしている。

ても理解させることをねらいとしている。

（３）指導にあたって （３）指導にあたって

平均の考えを，ある数量を等分したとき 伴って変わる２つの数量の中から，比例

にできる１つ分の大きさを求める場合の等 と反比例の関係にあるものを取り上げて考

分除の学習や，量の多少を相殺する操作の 察させながら，関数の考えを理解させる。

経験と関連付けながら理解させる｡ 表を横に見て変化のきまりを確かめたり

「ならす」という平均の考えは，どこで 表を縦に見て対応のきまりを見付けたりす

も割合が同じと見ることができることを理 る活動を通して，式の見方が変容したこと

解させる。 をおさえさせる。

単位量あたりの大きさの考えは，長さや 比例の関係を表すグラフの特徴は，原点

重さ，面積，体積の比較や測定と同じく， を通る直線になっていること，また，グラ

「２つの量のどちらか一方をそろえて，も フから様々な情報を読み取ることができる

う一方の量で比べる」方法で解決できるこ よさを理解させる。

とを理解させる。その際，公倍数の考えで 身の回りで起こる問題について，２つの

そろえていくこともできるが，三者以上を 量を比例の関係とみることで解決できるこ

比べる場合での効率性やいつでも比べられ とを理解させる。

るという一般性から，単位量あたりの大き 反比例の学習については，変化の様子を

さで比べるよさについて理解できるように 調べる活動を通して，比例と反比例のグラ

させる。 フの違いに気付かせる程度にし，あまり深

本単元では，学び合いをより確実なもの 入りはしないようにさせる。

にするために，【ホップ】の場面で，自分 本単元では，学び合いをより確実なもの

の考えの根拠を明確にしながら考えをノー にするために，【ホップ】の場面で，自分

トにまとめたり，【ステップ】の場面で， の考えの根拠を明確にしながら考えをノー

共通点や相違点などの視点を与えた話し合 トにまとめたり，【ステップ】の場面で，

いをさせ，互いの考え方のよさに児童自身 共通点や相違点などの視点を与えた話し合

が気付くようにさせたい。 いをさせ，互いの考え方のよさに児童自身

が気付くようにさせたい。



３ 単元の関連と発展

第５学年

第３学年 第５学年 第６学年 中学校（第１学年）

・関数関係の意味

③わり算 ③比例 ⑩速さ ・比例，反比例の

・除法の意味（等 ・伴って変わる２ ・単位量あたりの 意味

分除，包含除） 量の関係の表を 大きさの考えを （表，式，グラフ）

使った調べ方 使った速さの比

・用語「比例」 べ方 中学校（第２学年）

・比例関係の表 ・速さの意味とそ ・１次関数の表，

の求め方 式，グラフ

⑩単位量あたりの ・速さに関する公

大きさ 式 中学校（第３学年）

・平均の意味とそ ・時間と道のりの ・関数ｙ＝ａｘ 2

の求め方 関係 の

・平均から全体量 ・仕事の速さ 表，式，グラフ

を求める方法

・単位量あたりの ⑪比例と反比例

大きさの意味 ・比例の式，性質

・人口密度の意味 ・比例のグラフ

とその求め方 ・比例の利用

・反比例の意味，

⑧直方体や立方体 式，性質

の体積 ・反比例のグラフ

第６学年 ・簡単な場合の比

例

・用語「比例」

４ 単元の目標

○平均の意味を理解し，それを用いることが ４ 単元の目標

できる。 ○伴って変わる２つの数量の関係を考察する

○異種の２つの数量の割合としてとらえられ ことを通して，比例や反比例の関係につい

る数量について，比べることの意味や比べ て理解し，関数の考えを伸ばす。

方，表し方を理解し，それを用いることが

できる。

【関心・意欲・態度】 【関心・意欲・態度】

・平均で比べることのよさに気付き，生活 比例の関係に着目するよさに気付き，比例の

や学習に生かそうとする。 関係を生活や学習に活用しようとする。

・単位量当たりの大きさを用いると，異種

の２つの数量の割合としてとらえられる

数量を数値化して表せたり能率的に比べ

られたりすることのよさに気付き，生活

や学習に生かそうとする。

【数学的な考え方】 【数学的な考え方】

・測定の場面などにおいて平均の意味をと 比例の関係を表や式，グラフに表し，特徴を

らえ，妥当な数値として平均を用いるこ 一般化してとらえ，身の回りから比例の関係

とができる。 にある２つの数量を見出して問題の解決に活

・異種の２つの数量の割合としてとらえら 用することができる。



れる数値について，単位量あたりの大き

さで比べることの有用性をとらえ，用い

ることができる。

【技能】 【技能】

・平均を計算で求めることができる。 比例や反比例の関係にある２つの数量の関係

・異種の２つの数量の割合としてとらえら を，式や表，グラフに表すことができる。

れる数量を単位量あたりの大きさを用い

て比べることができる。

【知識・理解】 【知識・理解】

・平均の意味や求め方について理解する。 比例や反比例の意味や性質，表やグラフの特

・異種の２つの数量の割合としてとらえら 徴について理解する。

れる数量を単位量あたりの大きさを用い

て比べることの意味や比べ方について理解

する。

５ 指導計画（５学年 本時３／１３）

小単元 時 おもな学習活動 評価規準

〔プロローグ〕 ・ｐ２の３組の写真を見て，「ならす」ということの経験や意味について話し合う。

１ ・所要時間は１０分程度。

①平均 ・６個のオレンジから搾ったジュー 関）平均を計算で求める方法を考

スの量から，１個あたりに搾れる えようとしている。

量について考える。 技）平均を計算で求めることがで

・棒グラフを使い，凸凹をならして きる。

ならした量を求める。

２ ・ならした量を計算で求める方法を

考える。

・用語「平均」を知り，求め方をま

とめる。

・平均を求める問題の解決を通して，

平均の意味や求め方を確かめる。

３ ・前時で求めた，１個のオレンジか 考）平均80mLは，１個あたりから

ら搾れたジュースの平均の量から， 搾れるジュースの量であるとみ

本 ２０個ではどれだけの量になるか てよいことから，オレンジの個

時 考える。 数が□倍に増えると，それに伴

・平均を使って，全体量を予測する。 って搾れるジュースの量も□倍

になるからかけ算でよいだろう

と考えている。

４ ・サッカーの１試合あたりの平均得 知）平均を求める目的に応じて ０

点について考える。 も含めて平均を求めることや分

・平均を求めるときは０を含めて考える 離量の場合も平均の値を小数で

ことや，分離量であっても平均が小数 表してよいことを理解している。
になる場合があることが分かる。

５ ・〔やってみよう〕自分の１歩の歩幅 関）学習内容を適切に活用して，

を，平均の考えを使って求め，そ 活動に取り組もうとしている。

れを使って実際にいろいろな距離

や道のりを調べる。

６ ・〔力をつける問題〕に取り組む。 技）学習内容を適用して，問題を

解決することができる。

〔プロローグ〕 ・ｐ１０のイラストを見て，混み具合は平均の考えで理想化して考えることやウと

エ，オとカはそれぞれ面積と人数の一方が同じであるため混み具合を比較できる

７ ことをおさえる。

②単位量あたりの ・所要時間は１０分程度。

大きさ ・面積とウサギの数が違う３つの小 関）混み具合は２量の割合として



屋の混み具合の比べ方を考える。 とらえられる量であることに気

・ＡとＢ，ＢとＣを比べ，どちらかがそ 付き，面積，匹数が異なる場合

ろっていると比べられることをおさえる。 の混み具合の比べ方を考えよう

・ＡとＣの比較を通して，匹数か面積の としている。

どちらかをそろえればよいことを考える。 考）混み具合を比べるときに，単

８ ・Ａ，Ｂ，Ｃの比較を行う。調べる 位量あたりの大きさを用いて比

数が多くても，混み具合を一度に べるとよいことを考え，説明し

比べやすい方法を考える。 ている。

・面積をそろえて１㎡あたりの匹数 知）単位量あたりの大きさを用い

で調べたり，匹数をそろえて１匹 て比べることの意味を理解して

あたりの面積で比べたりすればよ いる。

いことをまとめる。

・前者の方が分かりやすいことをお

さえる。

９ ・北海道と沖縄県の人口の混み具合 技）人口密度を求めることができる。

を比べる。 知）人口密度の意味を理解している。

・「人口密度」を知り，人口密度を求

める。

１０ ・米のとれ具合を，単位量あたりの 技）単位量あたりの大きさを用い

大きさを用いて調べる。 て，２つの資料を比べることが

できる。

まとめ １１ ・「力をつけるもんだい」に取り組む。 技）学習内容を適用して，問題を

解決することができる。

１２ ・〔やってみよう〕に取り組む。 関）学習内容を適切に活用して，

活動に取り組もうとしている。

１３ ・しあげの問題に取り組む。 知）基本的な学習内容を身に付け

ている。
・【発展】巻末ｐ１２９～１３０の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，学習内容を基に平均や単位量あ

たりの考えについて理解を深める。

５ 指導計画 （６学年 本時８／１６）

小単元 時 おもな学習活動 評価規準

〔プロローグ〕 ・ｐ１２２～１２３の図を提示し，ｙがｘに比例しているのはどれか，表にあて

はまる数を入れて調べる。また，一方が増えれば，もう一方も増えるという関

係が必ずしも比例ではないことを確認する。

①比例の式 ・所要時間は１０～１５分程度。

１ ・平行四辺形の面積と高さの関係を 関）比例の関係に興味を持ち，そ

調べる。 の関係を式に表そうとしている。

２ ・比例の関係を，式に表す方法を考 技）比例の関係を式に表すことが

える。 できる。

・面積を高さでわった商はどうなる

かを調べる。

・ｙがｘに比例するとき，ｙをｘで

わった商は一定で，その関係を一

般的な形の式に表せることをまと

める。

３ ・平行四辺形の面積と底辺の長さの

関 係を調べる。

②比例の性質 ４ ・比例する２つの量の関係には，ど 知）ｙがｘに比例するとき，ｘの

んな性質があるか調べる。 値が分数倍になると，それに伴

・ｙがｘに比例するとき，ｘの値が ってｙの値も同じ分数倍になる

１／２倍，１／３倍，・・・になる ことを理解している。

と，それに伴ってｙの値も１／２

倍，１／３倍，・・・になることを

まとめる。



・ｙがｘに比例するとき，ｘの値が

□倍になると，それに対応するｙ

の値も□倍になることをまとめる。

③比例のグラフ ５ ・平行四辺形の面積が高さに比例す 技）比例の関係をグラフに表した

る関係をグラフに表して，その特 り，グラフから読み取ったりす

徴を調べる。 ることができる。

・式から求めた２つの量の組み合わ 知）比例のグラフは原点を通る直

せをグラフに表す。 線になることを理解している。

・比例のグラフは原点を通る直線と

なることをまとめる。

・比例のグラフから，ｘやｙの値を

読み取る。

６ ・道のりは時間に比例する問題で，

グラフに表して，道のりを求めた

り，時間を求めたりする。

７ ・２本の比例のグラフから，☆１～ 技）傾きの異なる２本の比例のグ

☆６のことを読み取る。 ラフから，それぞれの特徴や事

象の様子などを読み取ることが

できる。

④比例の利用 ８ ・画用紙３００枚を，全部数えない 考）画用紙の問題と同じように，

で用意する方法を考える。 表を横に見たり縦に見たりして，

本 ・画用紙の重さは枚数に比例するこ くぎの本数が□倍に増えると，

時 とを使って，問題を解決する。 それに伴ってくぎの重さも□倍

・各自の考えた求め方について発表 に増えているからかけ算でよい

し，検討する。 だろうと考えている。

・比例の関係を使って問題を解決する。

９ ・速さを一定と考えた場合，道のり 知）比例の性質を理解している。

は時間に比例することを使って，

新横浜駅を出発後，新幹線が新富

士駅を通過するのは何分後かを考

える。

・問題を解決する。

・影の長さはものの高さに比例する

ことを使って，木の高さをはから

ないで求める方法を考える。

・問題を解決する。

１０ ・「力をつけるもんだい」に取り組む。 技）学習内容を適用して，問題を

解決することができる。

⑤反比例 １１ ・伴って変わるいろいろな２つの数 関）２つの量の変わり方に興味を

量の変わり方を調べる。 持ち，表を使ってその関係を調

・面積が決まっている長方形の，縦 べようとしている。

や横の長さの変わり方を調べる。 知）反比例の意味を理解している。

・縦の長さが２倍，３倍，・・・にな

ると，横の長さはどう変わるか調

べる。

１２ ・反比例の関係を，式に表す方法を 関）反比例の関係に興味を持ちそ

考える。 の関係を式に表そうとしている。

・ｙがｘに反比例するとき，ｘとｙ 技）反比例の関係を式に表すこと

の積は一定で，その関係を一般的 ができる。

な形の式に表せることをまとめる。

１３ ・適用問題に取り組む。

１４ ・反比例する２つの量の関係には， 考）反比例する２つの量の関係に

どん な性質があるか調べる。 ついて，比例の関係を基に，表

・ｙがｘに反比例するとき，ｘの値 などを用いて調べている。

が１ ／２倍，１／３倍，・・・に 知）ｙがｘに反比例するとき，ｘ



なると，そ れに伴ってｙの値は の値が１／２倍,１／３倍，・・

２倍，３倍，・・・ になることを になると，それに伴ってｙの値

まとめる。 は２倍，３倍，・・・になること

を理解している。

１５ ・反比例する関係をグラフに表して， 技）反比例の関係をグラフに表し

その特徴を調べる。 たり，グラフから読み取ったり

・「算数新発見！」を読み，面積が決 することができる。

まっている長方形と，周りの長さ 知）反比例のグラフの特徴を理解

が決まっている長方形の縦や横の している。

長さを表したグラフを比べる。

まとめ １６ ・「しあげ」の問題に取り組む。 知）基本的な学習内容を身に付け

ている。

【発展】巻末ｐ２４４の「おもしろ問題にチャレンジ！」に取り組み，単元の学習内容を基に比例に

ついての理解を深める。

６ 本時の指導

（１）目標と評価規準

第５学年 第６学年

目 標 平均から全体量を求める方法を理解する。 比例の性質を活用し，問題を解決することが

できる。

評価規準 考）平均80mLは，１個あたりから搾れるジ 考）コピー用紙の問題と同じように，表を横

ュースの量であるとみてよいことから， に見たり縦に見たりして，くぎの本数が□

オレンジの個数が□倍に増えると，それ 倍に増えると，それに伴ってくぎの重さも

に伴って搾れるジュースの量も□倍にな □倍に増えているからかけ算でよいだろう

るからかけ算でよいだろうと考えている。 と考えている。

（２）展開

姿 指導上の留意点 学習活動
段 段

学習活動 指導上の留意点 姿
階 階

・実際のジュース １問題をつかむ 導 導 １問題をつかむ ・実際の画用紙を

ホ を提示し，関心 前の問題でオ 入 入 画用紙１０枚の 提示し，関心を ホ

ッ を持たせる。 レンジ１個から 重さをはかったら 持たせる。 ッ

プ ・平均とは，ばら しぼれたジュー ７３ｇありました。 ・数えることが大 プ

ばらの量を全部 スの量の平均は この画用紙を全 変であることに

集めてから，大 ８０ｍＬでした。 部数えないで３０ 気付かせ，全部

体同じぐらいの このオレンジ ０枚用意するには 数えないで求め

量にならすこと ２０個しぼると， どうしたらいいで ることを条件に

であることを想 何ｍＬのジュー しょう。 考えていくこと

起させる。 スが作れること を確認する。

・本時では全体の になりますか。 ・本時では全体の

量に注目するこ 重さに注目する

とを知らせる。 ２課題をつかむ ２課題をつかむ ことを知らせる。

ジュース全体の量の コピー用紙全体の重さ

求め方を考えよう。 の求め方を考えよう。

(8) (8)

・８０ｍＬは，１ ３見通しを持つ 展 展 ３見通しを持つ ・５学年の学習を

個から搾れるジ 開 開 見て，比例とは，

ュースの平均で 一方の量が２倍

あることに気付 ３倍に増えると

かせ，ジュース それに伴っても

の量はオレンジ う一方の量も２



の個数に比例す 倍３倍に増える

ると考えられる 関係であること

ことをおさえる。 を想起させる。

４自力解決をする ４自力解決をする

５友達と考えを伝 ５友達と考えを伝え

ス え合う 合う ・ガイド係の進行 ス

テ ・平均×個数＝ ・１枚あたりの重 で，学習を進め テ

ッ 合計 さを求める方法 させる。 ッ

プ ・合計÷個数＝ ・枚数が何倍かを プ

平均 求めて重さも同

・個数が２０倍 じように何倍か

だから量も２ で求める方法

０倍 ・きまった数を求

める方法

６まとめる ６まとめる

平均×個数のか コピー用紙の重さ

け算の式で求め と枚数が比例して ・自力解決を１０

ます。平均の量 いるとみれば，横 分，根拠を伝え

も１個分と考え は何倍になってい 合う活動を５分

ます。 るか，縦に決まっ で行うように指

た数はいくつかを 示する。

(15) (15) 計算して求めま

す。

ジ ７適用問題を解き， ７適用問題を解き， ジ

ャ 確かめる 確かめる ャ

ン ・平均を使って， ・比例を使って， ン

プ 教科書ｐ５の 教科書ｐ135の プ

問題に取り組 問題に取り組む

む (12) (12)

８学習を振り返る 終 終 ８学習を振り返る

・友達との学び 末 末 ・友達との学び合

合いを通して， いを通して，有

有効だった考 効だった考えや

えや気付き， 気付き，発見に

発見について ついて自分の学

自分の学びを びをノートにま

ノートにまと とめる。

める。

・学びを交流する ・学びを交流する

９次時の学習内容 ９次時の学習内容を

を知る (10) (10) 知る

【ホップ】

２０個の量の求め

方を言葉や図，式

に表している。

【ホップ】
３００枚の重さの
求め方を言葉や
図，式に表してい
る。

【ステップ】
自分の考えを伝え
たり，相手の考え
を聞いたりして，
自分の考えの根拠
と同じ所や違う所
を区別している。

【ステップ】
自分の考えを伝え
たり，相手の考え
を聞いたりして，
自分の考えの根拠
と同じ所や違う所
を区別している。

【ジャンプ】
一見，違う学習に
思えるが，どちら
も比例の考え方が
基になっているこ
とに気付いてい
る。

【ジャンプ】
一見，違う学習に
思えるが，どちら
も比例の考え方が
基になっているこ
とに気付いてい
る。


